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緒言

本研究室に於ては数年前から羊毛並に其の製品の防蝕剤、南京晶、ダ二、蚤、武等の如き家庭害轟

の駆除剤、製本用グロス類の防轟防鼠剤及び其の他の防轟費uに闘する研究を継積し来ったのであるが

漸ぐ是等薬剤の創製を見た。

支那事饗前に於ける我園羊毛の輸入は年額賓に 2億園の:巨額に昇り、此の内害最に依る損失は年々

1千高固と推定されてゐる。此の莫大な無益な消耗は是非共防除しなければならぬと考へたのである。

最近ば民需羊毛の聡入は殆んど停止の朕態であるが此の羊毛非常時に嘗って既存羊毛製品を轟害から

護らなければならない事を痛切に感ずる弐第である。

三えに近時大陸との連係が緊密になった闘係上南京轟、ダニ等の家庭害轟が頓に激増して来てゐる。

是等の害最に依って生血を既はれて安眠を妨害され苦悶の日々を送り従って甚しく能率を低下させら

れてゐるのであるが、これは統計的に表はす事が困難なために被害者以外は案外無関心であるが是は

叉大きな問題である。其の上是等の傷口が恐るべき停染病の入口ともなる事と考へ合はせると此の人

類の大敵は一日も早ぐ撲滅しなければならなし、。戦地に於て敵よりも南京轟の方が遥かに恐ろしいと

云ふ経験談を聞ぐが領かれると同時に誠に同情を禁じ得ない。

更にグロス類の最害、鼠害等は誰しも経験されてゐる事であって大切な書類のクロスがシミ、アプ

ラムシ或は鼠等に依って喰害されて困ってゐると云ふ人の話を時々耳にする。

以上の様に二三の例丈けでも是等の小さい最に依る被害は宜に想像も及ばぬ英大なものであって、

此の被害を少しづ Lでも防除し、資源の愛護に嘗る事は我々に課せられた重大使命と痛感する次第で

ある。

其の他篤さねばならぬ研究は枚翠すれば数限りも無いが差し嘗って上記三種の駆除期jに就て略々研

究を絡り従来の製剤より優り且つ人畜に壬〈無害のものを創製し、既に工業的に製造しつ Lあるので

あるが最近各方面から研究結果を簡単明瞭に誰にも刻る援に護表せよとの希望があるので此の機曾に

研究の一部を護表する弐第である。

向ほ最近は環業薬剤j及び米穀害最駆除費u等に就いて研究に着手してゐるのであるが、これは叉弐の

機曾に護表する考へである。

財閣法人防晶、科皐研究所研究室

(大阪府三島郡高槻町・京都帝園大率化準研究所内)
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